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来たるべき資本主義の姿

• 私益と公益（社会益）のバランスのとれた経済。

• 人々の自由な発想や創意工夫が活かされる経済。

• 一人勝ち（“Winner-takes-all.”）ではなく、より多くの人々が
幸せを享受できる経済。

• つまり、 “No one will be left behind.” つまり、誰一人取り
残さないような経済。

• 当然、持続可能な経済。
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公益と私益

経
済
的
価
値

私益的価値
（個人の効用、企業の利潤）

公益的価値
（広く社会に広がりより多く
の人々に享受される便益）

原則競争経済で
実現

原則共創経済で
実現

公益と私益
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ハードロー

ソフトロー

競争市場経済

共創経済

SDGs の達成

持続可能な消費（SC）

持続可能な生産（SP）

共創による経済社会の構築

持
続
可
能
な
経
済
社
会
の
実
現

競争による経済構築

私益

公益

サーキュラーエコノミー

競争と共創の関係
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• 共創とは、様々な主体が連携協力することによって新しい付加
価値を創造すること。

• この場合の｢付加価値」とは、必ずしも競争市場経済で貨幣評
価されるとは限らない。

• 心地よさ、快適性、平穏、精神的な充実、智恵と知識の獲得な
ど人間に不可欠な価値だが、貨幣評価にはなじまないものもあ
る。

• これらの価値は市場競争ではなく共創によって創出される。

共創とは
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• 高度な資源の循環利用が実現する経済、すなわち循環経済
（サーキュラーエコノミー）は競争も重要だが、共創によると
ころが非常に大きい。

• なぜなら、資源の高度な循環利用によって得られる便益は広く
社会に及ぶもので、特定の個人のみが裨益するものではない。

• 資源の高度な循環利用による便益は、世界の多くの人々に、そ
して将来世代にも及ぶ。

共創によって実現される3R・資源循環
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• もちろん私益の追求も必要。

• 私益をなくしたら、創意工夫や技術革新の機会、人々の自由な
発想が奪われ、貧しい経済になってしまう。

• しかし私益の追求のみでは、経済の持続性が阻害され、経済的
格差が拡大し、極めて住みにくい経済社会になる。

• 私益の追求で不可欠な創意工夫や技術革新、そして人々の自由
な発想は公益の追求にも活かされるべき。⇒共創力が必要にな
る。

もちろん私益の追求も必要
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資源の高度な循環利用に向
けての経済社会改革

拡大生産者責任⇒環境配慮設計

収運事業者・処理事業者責任

３Rに基づいた市民の活動

低環境負荷消費、分別排出
排出者責任

サーキュラーエコノミーの構築
政府・自治体の役割 市民・NGOの役割

企業・事業者の役割 持続可能な消費持続可能な生産

サーキュラーエコノミーに向けての連携協力の構造



• 徐々に持続可能な生産と消費が実現しつつあるが、まだまだの
状態。

• だから、今回のような先進事例発表会を通じて情報を発信・共
有し、学び、持続可能な生産と消費に向けて新たな一歩を踏み
出さねばならない。

• そして、持続可能な生産と消費が同期しなければならないが、
これは市場競争だけでは覚束ない。

• 主体間の連携協力があってはじめて、持続可能な生産と消費が
調和・同期し、経済社会の持続可能性を向上させる。
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持続可能な生産と消費の同期



2024/12/23 細田衛士 10

持続可能な生産と消費の同期：図示

持続可能な生産 持続可能な消費

連携協力の強化による共創力向上
ここで重要になるのがコーディネーター

高度経済成長期の慣性力がまだ働いており、現状で
は、この2つの同期が円滑な状況にはない。



• 地域行政、NGO、企業の連携協力によって可能になったポリ
スチレン（PS）のリサイクル。

• 世界ではPSはリサイクル不適物として使用を制限するところ
もあるが、江東区では連携協力によってPSリサイクルが実現し
た。
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いくつかの事例（1）



• 異業種の連携協力による建設現場からの建設副産物の効率的回
収システムの構築。
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いくつかの事例（2）

資料出典：3R推進協議会、令和6年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰資料



• 諫早農業高校と離島の対馬市と連携協力のケース。生ゴミを堆
肥に変える取り組みを継続。これまでに2255トンの生ゴミを回
収し、およそ200トンの堆肥を生産。
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いくつかの事例（3）

資料出典：農林水産省ウエッブサイト、https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/ondanka/mottai/mottai.html



• KOBE PLASTIC NEXT:神戸市のイニシアチブの下、市民、企
業、NGOなどの連携協力によって使用済プラスチックの発生回
避、リサイクル（水平リサイクル）などが実現。
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いくつかの事例（4）



• 連携協力による共創、公益的付加価値の実現にはコーディネー
ター役が必要。

• さまざまな主体がコーディネーター役になり得る。

• KOBEPLASTI NEXTにおけるように、自治体が大きな役割を果
たす場合も多い。

• 地域の実情に即した資源の高度な循環利用を実現するには、地
域のことをよく理解した主体がコーディネーター役になり得る。
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キーとなるコーディネーター
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企業

学校

公益組織

NGO

消費者

国

自治体

サーキュラー
エコノミーの

実現

公
益
を
追
求
す
る
ソ
フ
ト
ロ
ー

公
益
を
追
求
す
る
ソ
フ
ト
ロ
ー

大学

・ハードロー策定
・補助金
・税控除

・知恵と知識の供与
・資金供給
・異分野交流

・知恵と知識の供与
・共同作業
・異分野交流

・ソフトローの実施
・自主的取組み
・異業種連携

・地域に根付いた活動
・意識の啓発
・ボランティア

・政策提言
・第三者意見の供与
・草の根活動

・コーディネーター
・ハードロー（条例等）策定
・地域に根ざした柔軟な施策

いつも出している図ではあるが…



• 循環経済の実現に高度な技術は必要だが、技術優位の発想では
循環経済は実現しない。

• まずは使用済製品･部品･素材の発生回避、そしてリユース、リ
サイクル、熱回収、適正処理・処分をシステム的に実現するこ
と（Waste Hierarchy）。

• また効率的な資源循環には、連携協力による使用済製品･部品･
素材の効率的な回収システムが不可欠。

• システムがあってこそはじめて、その中で技術も生きてくる。
システム優位の発想に切り替える必要がある。
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技術優位からシステム優位への発想の転換



• これからの資本主義経済は私益一辺倒では駄目で、私益と公益
のバランスをうまく取ることが不可欠。

• そのためには競争経済も必要だが、共創力を高め公益的価値を
創出する努力が不可欠。

• 循環経済の実現は公益的価値を向上させるものであり、そのた
めに共創力を一層高めることが求められる。

• 特に異業種の連携協力を実現するには、コーディネーター役が
不可欠。

• 自治体はコーディネーター役の最有力候補。
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おわりに



ご清聴有り難うございました！
子曰、学而不思則罔、思而不学則殆

（論語、為政第二）
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